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２）調査結果のまとめ 
本調査における調査結果をまとめます。 
 

質問内容 意見 

運行上の問題点や

改善に向けた提案 

 どの事業者も安全性を重視した運行を行っている。 

 特定の道路区間の整備、信号制御の改良、交通対策の実施、道路渋滞による

遅延等に対する意見が挙げられた。 

 利用者数の減少やこまき巡回バスへの利用転換を危惧している意見が挙げ

られた。 

 タクシーの乗降場の整備、悪天候時の運行、路上駐車対策に関する意見が挙

げられた。 

 主要施設内のバリアフリー対策に関する意見が挙げられた。 

利用者や沿線住民

の方々から聞かれ

るご意見、ご意向な

ど 

 バリアフリー整備の要望が多く、整備済みの駅では利用者が増えている。 

 駅へのトイレや駐輪場整備の要望もある。 

 渋滞によるバスの遅延や特定区間の渋滞に関する意見が多い。 

 小牧駅バスターミナルに隣接する広場の夜間対策や降車場の改善を求める

意見がある。 

 特定路線のルートや運行本数に関する意見がある。 

 タクシー料金やタクシー券の制度改善を求める意見が多い。 

公共交通の維持活

性化のために、取り

組んでいる事業 

 日頃の運行ダイヤを守ることや路線を維持することが最も重要とする意見

が挙げられた。 

 デスティネーションキャンペーン、幼稚園児を対象とした継続的な啓蒙活

動、バス停や待合環境の整備・改善、バス運行状況の提供、ＩＣカードの導

入、乗継割引、高頻度利用者への優遇、昼間の時間帯に大学輸送等様々な取

り組みを実施している。 

福祉的なサービス

として、取り組んで

いる事業 

 福祉対応車両を導入している事業者もあるが、料金設定が高いため利用者は

少ない。 

 複数の事業者の自己負担で福祉割引を実施している。 

 福祉的なサービスを中心としている事業者もある。 

公共交通全体の利

便性を高めるため

に、今後取り組みが

必要と思われるこ

とや、小牧市や地域

との係わりに関す

るご提案 

（1/2） 

 鉄道、バスを含めた時刻検索ができるようになると、便利になるとの意見が

挙げられた。 

 信長夜会などの地域のお祭りや小牧山には魅力があり、観光客の誘致を小牧

市と一緒にやっていきたいという意見が挙げられた。 
 

 拠点となる公共施設等での交通ターミナル（小牧駅、小牧市民病院、小牧市

役所、桃花台センター、桃花台東(中央道桃花台)、大型商業施設）の整備、

渋滞多発地点の整備、バス専用レーンの設置などの道路環境の整備を求める

意見が挙げられた。 

 小学生や高齢者向けの「バスの乗り方教室」「交通安全教室」の実施や地域

の祭事・イベントでの車両展示・乗車体験を連携していきたいという意見が

挙げられた。 
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質問内容 意見 

公共交通全体の利

便性を高めるため

に、今後取り組みが

必要と思われるこ

とや、小牧市や地域

との係わりに関す

るご提案 

（2/2） 

 ＩＣカードを導入したいが、資金的に困難な状況であるが、現在の運賃の安

さは強みのひとつだとする意見が挙げられた。 

 小牧山、豊山町のＭＲＪのミュージアム、中央道のサービスエリア整備の構

想などの活用により、観光目的の利用者も増やしたいという意見が挙げられ

た。 

 小牧駅におかげ横丁のようなものを整備するなど小牧駅に行きたいと思わ

せる仕掛けができるとよいという意見が挙げられた。 
 

 デマンド交通をやるのであれば、民間ではなく行政が中心となって進めるべ

きであるという意見が挙げられた。 

 タクシー券の枚数を増やしてほしいという意見が挙げられた。 
 

 巡回バスを利用しにくい方が、タクシーを利用しやすいようにすることが必

要であり、タクシー券の配布を拡大していいただけるとありがたいという意

見が挙げられた。 

 交通結節点での乗り継ぎ利便性が重要になる。小牧駅ではバスから遠いな

ど、乗り継ぎの障壁をなくすことが必要という意見が挙げられた。 

 企業の通勤や業務目的で、比較的少人数の需要に対応する車両を企業と契約

して運行している。予約もあれば定期便もある。ぜひタクシーも公共交通の

一つとして考えてほしいという意見が挙げられた。 
 

 福祉タクシーを救急車の代替手段として利用できることが周知されていな

いので、周知してほしいという意見が挙げられた。 

 国からだけでなく市からも車両導入時の事業者向けの支援がほしいという

意見が挙げられた。 

 市民、障がい者、交通事業者、福祉団体、行政といったいろんな立場の人が

集まって議論する場がほしいという意見が挙げられた。 
 

 タクシー営業が成り立っている地域にデマンド交通や乗合タクシーを導入

しても利用が限定的である。個別輸送としてタクシーを活用してほしいとい

う意見が挙げられた。 

 公共施設などには、いろんなタクシー会社が区別なく入れる乗降場をつくっ

てほしい。決まった乗降場があればタクシーの待機やタクシー利用の情報提

供がしやすくなるという意見が挙げられた。 

 タクシーとバスの住み分けをよく検討してほしいという意見が挙げられた。 

 タクシー券は、枚数が決まっており、もっとタクシーを利用したい人がいれ

ば、タクシー券が余っている人もいる。タクシー券の販売も一つの方法であ

るという意見が挙げられた。 

 タクシーの試乗会は効果があるため、市と相談しながら実施できるといいと

いう意見が挙げられた。 

 
 

 




















